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研究成果要約 
大気海洋研究所作成資料 

2024 年 7 月 1 日 

東京大学大気海洋研究所 

東京大学大学院総合文化研究科 

 

人新世の奄美群島喜界島サンゴが記録する黒潮・琉球海流の

変動とグローバルな気候変動との密接な関係 

 

発表のポイント 

◆奄美群島喜界島産の世界最大規模の巨大ハマサンゴ骨格試料の高精度炭素 14 濃度分析を高

時間分解能で行いました。 

◆その結果、1947 年から 2009 年にわたる詳細な黒潮と琉球海流による輸送と全球的な気候変

動との密接な関係をとらえることに成功しました。 

◆本研究の成果は、サンゴ骨格中に含まれる炭素 14 が海洋の追跡子として極めて有効である

ことを示し、南西諸島における海水の混合と全球的気候変動が密接に関連していることを提

示しました。 

 

 

喜界島のハマサンゴ 

 

概要 

東京大学大学院総合文化研究科の Zeng Yuning 大学院生や同大学大気海洋研究所の横山祐典

教授らの研究グループは、奄美群島に属する喜界島から採取された長尺のサンゴ骨格試料の炭

素 14（14C）濃度分析を高時間分解能で行い、1947 年から 2009 年にわたる詳細な黒潮と琉球海

流による輸送と全球的な気候変動との関係についてとらえることに成功しました。また、喜界

島周辺海域の水塊は、黒潮と琉球海流の変動および中規模渦の影響を受けていることを明らか

にしました。本研究は、黒潮と琉球海流の輸送が太平洋十年規模振動やエルニーニョ・南方振

動に影響を受けるという考えを支持しています。これらの成果は、サンゴ骨格中に含まれる 14C

が海洋の追跡子として極めて有効であることを示し、南西諸島における海水の混合と全球的気

候変動のメカニズムについて重要な知見を与える可能性を提示しました。 

本研究の成果は「Global Biogeochemical Cycles」誌に掲載されました。 

 

▼詳細は、プレスリリース掲載ページにてご確認ください。 
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プレスリリース 

https://www.aori.u-tokyo.ac.jp/research/news/2024/20240701.html 
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